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事業とサービス

クロスバウンド
事業

各種SNSデータアクセス権

越境EC X（中国越境ECサービス）

中国トレンドExpress
（中国消費動向・トレンド情報メディア）

トレンドPR（中国向けWebプロモーション）

SNS分析ツール

商材・サービス【新】事業区分

DaaS事業

(Effyis)

SNS

マーケティング

支援事業

(ホットリンク)

クロスバウンド

事業

（トレンド

Express)

SNSマーケティング支援サービス

（コンサル、SNS広告運用、SNSアカウント運用、PGC）

【旧】事業区分

2020年度より、事業区分を変更いたしました。

SaaS事業

ソリューション

事業

クロスバウンド

事業

2
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中期的な成長戦略の振り返り
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データを活用した

新事業

「世界規模のデータアクセス権」と

独自に培ってきた「データ解析技術」を強みとし、

複数の事業をポートフォリオとして持ち

有機的に組み合わせ、データ活用領域で事業拡大していきます。

中期的な成長戦略

4
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【参考】一般的なデータ活用のプロセス

収集

活用

分析

データ

中期的な成長戦略

5

ステップ３

ステップ２

ステップ１
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データの【収集】から【活用】までを垂直統合し、

データの【活用】領域で、大きくマネタイズする

日本 中国 東南
アジア

欧州
その他

中期的な成長戦略

6

収集

活用

分析
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2019年は、インターネット広告費がTVを上回り、
２. １兆円へ（前年比+119.7%）

出所： 電通「2019年日本の広告費」より作成

戦略の背景となる市場環境

7
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テレビメディア
広告費

新聞

雑誌
ラジオ
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戦略の背景となる市場環境

8

兆円

1990年

日本の総広告費

ソーシャル
メディア広告費

インターネット広告費

ソーシャル
メディア

インターネット

Google Yahoo!

Twitter

雑誌・中吊り

TV

新聞

20xx年

インターネット広告市場の中でも、

ソーシャルメディア広告市場が拡大し、
次の主戦場に！
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出所： October 2019、Statista

戦略の背景となる市場環境

9

約9.2兆円 約11.2兆円

約3.6兆円

約5.2兆円

2019 2023(見込)

内ソーシャルメディア広告出稿費

デジタル広告出稿費

(28%)

(32%)

約1.2兆円
約1.3兆円

約1,500億円
約2,000億円

2019 2023(見込)

内ソーシャルメディア広告出稿費

デジタル広告出稿費

(13%)

日本のソーシャルメディア広告費市場は、2023年までに1.34倍の成長見込！
先行するアメリカでは、ネット広告費の32％まで増加見込み！

日本 アメリカ

1.34倍(11%)
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2020年度の方針の振り返り
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2020年度 経営体制

11

C E O

桧野安弘

代表取締役社長

濱野智成

C E O

内山幸樹

HTL執行役員会

グループ
戦略室

マネジメントライン

資本上の親子関係

内山 幸樹代表取締役グループCEO

松田 清人取 締 役

石黒 不二代取 締 役

安宅 和人取 締 役

創業代表の内山が、【執行側】に再び加わり、
かつ、各事業毎の代表が、それぞれの強みを活かす経営体制に
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2020年度の経営方針

12

攻めと守りの両輪で突き進む！！！
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守り：利益体質への転換の早期化

経費（削減後）

金額

時間

粗利

EBITDA

2019年 2020年

各事業で大幅なコスト削減をし、
利益体質に早期に転換します

13
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コスト削減策とその進捗

クロスバウンド
事業

SNS
マーケティング

支援事業
(ホットリンク)

DaaS事業

(Effyis)

クロスバウンド
事業

（トレンド
Express)

・協業先 普千との経営統合による原価コストの削減(済)(前年度中に実施）

・オフィス縮小

事業区分 コスト削減項目

・注力事業以外のメンバーのレイオフ（済）（前年度中に実施）

・新規事業の選別と停止（済）（前年度中に実施）

・システム／データセンターの更なる効率化（一部済）

・オフィス移転

・SaaS事業の新規ツール開発を停止（済）（前年度中に実施）

・SaaS開発チームを縮小（済）

・SaaS事業の新規ツールの既存資産の除却（済）（前年度中に実施）

→ 減価償却費の削減（当期決算に計上）

・AI技術の活用によるマーケティング支援業務の省力化・自動化

・オフィス縮小

コロナ禍発生以前の昨年後半より、大幅なコスト削減策を早期に実施

すでに大幅削減を実施完了

14
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クロスバウンド
事業

DaaS事業

(Effyis)

クロスバウンド事業
（トレンド
Express)

・協業先普千との経営統合による原価コスト
の削減（済）

・オフィス縮小

事業区分

コスト削減策とその進捗

・レイオフ（済）

・新規事業の選別と停止（済）

・システム／データセンターの更なる効率化

・オフィス移転

各種SNSデータアクセス権

越境EC X（中国越境ECサービス）

中国トレンドExpress
（中国消費動向・トレンド情報メディア）

トレンドPR（中国向けWebプロモー
ション）

SaaS事業の新規ツール開発の停止に伴い、

開発部門11名が、技術を活かせる有望企業へチーム毎転籍し、

開発チームの人員規模の適正化を実施しました

(5月11日付、削減効果は第2四半期以降)

15

コスト削減項目

・SaaS事業の新規ツール開発を停止（済）（前年度中に実施）

・SaaS開発チームを縮小（済）

・SaaS事業の新規ツールの既存資産の除却（済）（前年度中に実施）

→ 減価償却費の削減（済）

・AI技術の活用によるマーケティング支援業務の省力化・自動化

・オフィス縮小

SNS
マーケティング

支援事業
(ホットリンク)
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新型コロナウイルスの
事業への影響
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新型コロナウイルスの業務への影響

17

・新型コロナウイルスの発生前より

一部従業員は、すでにリモートワークにより業務を

実施していました

・現在、全従業員が完全リモートワーク実施中

・社内業務・社外との業務含め、

すべての部門で業務は問題なく実施できています

・業務の大部分において、業務の生産性は下がって

おらず、逆に 生産性が上がっています
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・一部プロモーションのキャンセル･
延期が発生している

・既存クライアントの案件のみで
十分な成長率が見えている

・新規案件の需要も一定規模、
来ている

SNSマーケ
ティング支援
サービス
（コンサル、

SNS広告運用、
SNSアカウント
運用、PGC）

・顧客企業の業績悪化による広告費

削減、プロモーションのキャンセ

ル･延期の発生

クロスバウンド
事業

DaaS事業
(Effyis)

クロスバウンド事業
（トレンド
Express)

事業・サービス 現時点で発生している影響

新型コロナウイルスの業績への影響

18

・ほぼ影響はない

・一部プロモーションのキャンセル･

延期が発生している

・中国での経済活動が復活しつつあり、

需要が再燃しはじめている

想定されるリスク

・ほぼ影響はない ・顧客の倒産による貸し倒れや、

値下げ要求

SNS分析
ツール

SNS
マーケ
ティング
支援事業
(ホット
リンク)

・顧客企業の業績悪化による広告費

削減、プロモーションのキャンセ

ル･延期の発生

・中国における感染の再燃による

プロモーションのキャンセル･延期

・顧客企業の業績悪化による値下げ

要求や、倒産による貸し倒れ
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新型コロナウイルスの影響への対策

19

３年間分の運転資金（※）を確保できております。

◼ 資金確保

⚫ HTL：①銀行の当座貸越枠 6億円

②リスクモニタリング事業の株式の一部売却･貸付金の返済に

より、91百万円 が入金済

（保有比率34%→24%、持分法適用会社には変わりなし）

⚫ Effyis：米国の新型コロナに対する公的補償プログラムにより

① 55百万円 が入金済

② 過去の税金還付 33百万円 が2Qに入金予定

⚫ トレンドExpress: ①前年から1Qにかけて７億円調達済

◼ コストダウン

⚫ 今回のコロナ発生前の前年度より、各社のコストダウン･資金調達を進めて
いたため、経済悪化への対応施策は、既に計画済みかつ着実に実施中

（※）売上成長はゼロと想定
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2020年度Q1決算の振り返り
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連結業績（PL）トピックス

21

⚫ 第1四半期としては売上高は、過去最高！

⚫ コスト削減と事業成長により、

収益は確実に改善方向へ！！
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148
196 204 180 177 192 217

310
58

65 61 69 68 61
46

100 194

202
363

288
314

362

433

432

2013Q1 2014Q1 2015Q1 2016Q1 2017Q1 2018Q1 2019Q1 2020Q1

715

(+18.2%)

605

(+7.1%)565

(-10.1%)

628

(+140.8%)

260

(+26.7%)205

843

(+17.9%)

e-ｍining

Effyis

トレンド

Express

ホットリンク

[百万円]

944
(+11.9%)

⚫ コロナ禍の影響を受けながらも

第1四半期としては売上高は、過去最高！

連結業績(PL)トピックス

22
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57
41

86
70

85
100

119

175
197

2018Q1 2018Q2 2018Q3 2018Q4 2019Q1 2019Q2 2019Q3 2019Q4 2020Q1

SNSマーケティング支援サービスの売上高推移

（コンサル、SNS広告運用、SNSアカウント運用、PGC）

SNSマーケティング支援サービスが急成長中
コロナ禍の中でも、前年同期比 ２.3倍

連結業績（PL）トピックス

23

2.3倍

[百万円]
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100
130

106

272

194 179

260

458

202

2018Q1 2018Q2 2018Q3 2018Q4 2019Q1 2019Q2 2019Q3 2019Q4 2020Q1

クロスバウンド事業の売上推移

（トレンドExpress)

クロスバウンド事業(中国)は、
コロナ禍の影響を大幅に受けるも、前年同期比でプラス

連結業績（PL）トピックス

前年同期比
+4.0%!

[百万円]

24

2億円程度のキャンセルやプロジェクト
の遅延が発生
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連結業績(PL)トピックス
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コスト削減が功を奏し、収益は確実に改善方向へ

クロスバウンド
事業

SNS
マーケティング

支援事業
(ホットリンク)

DaaS事業

(Effyis)

クロスバウンド
事業

（トレンド
Express)

・協業先 普千との経営統合による原価コストの削減(済)(前年度中に実施）

・オフィス縮小（予定）

事業区分 コスト削減項目

・注力事業以外のメンバーのレイオフ（済）（前年度中に実施）

・新規事業の選別と停止（済）（前年度中に実施）

・システム／データセンターの更なる効率化（一部済）

・オフィス移転（検討）

・SaaS事業の新規ツール開発を停止（済）（前年度中に実施）

・SaaS開発チームを縮小（済）

・SaaS事業の新規ツールの既存資産の除却（済）（前年度中に実施）

→ 減価償却費の削減（当期決算に計上）

・AI技術の活用によるマーケティング支援業務の省力化・自動化

・オフィス縮小（予定）
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2020年12月期1Q 2019年12月期1Q 前期比

売上高 944 843 +11.9%

販売費及び一般管理費 415 454 △8.6%

その他費用・収益 △11 0 -

営業損失 △112 △147 -

金融費用・収益 △14 △5 -

当期損失 △98 △132 -

EBITDA 2 △22 -

（単位：百万円）

連結業績（PL）(IFRS)

26
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2020年度の事業ごとの方針と

第1四半期振り返り
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2. 初期案件の成功事例化と顧客単価アップ

｢SNSマーケティング」と言えば「ホットリンク」

というブランドを確立する

⚫既存方針の強化：

⚫新規方針：

1. SaaS事業からSNSマーケティング支援事業への本格的な軸足の移行

3. AI搭載自社ツールによる業務の効率化

独自ソリューションの開発・提供による利益率の増加

SNSマーケティング支援事業(ホットリンク)
2020年度の方針

28
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▍結果：
⚫ SNSマーケティング支援サービスの

売上高は前年同期比 2.3倍 契約件数同３倍

29

⚫ サービスラインナップを拡充

⚫ マーケティング部門の増強による「ソーシャルメディアマーケティン

グだったらホットリンク」というブランドの醸成

SNSマーケティング支援事業(ホットリンク)
2020年第1四半期の振り返り
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サービスラインナップの拡充

30

マーケティング支援サービスラインナップを
順調に拡充しています

⚫ UGC可視化・Twitterキャンペーン・広告クリエイティブ
制作ツールを拡充

⚫女性向きコンテンツ開発サービスを開始

⚫ Twitterコンテンツパートナーとして動画ソリューション
を提供

⚫ Instagram支援開始
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ホットリンクのブランド

31

「SNSマーケティングと言えば、ホットリンク」
としてのブランドが着実に築けてきました！

Instagramのフォロ
ワーを増やす方法: 明
日から実践できるワザ

朝山高至

Twitterのフォロワー
を増やす方法: 明日か
ら実践できるワザ

私がエレン
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DaaS = Data as a Service を目指します

⚫既存方針の強化：

⚫新しい商材･ビジネスモデルの模索：

世界の主要SNSデータのデータアクセス権販売を増強します

2. 独自分析によるデータの付加価値化

1. ダークウェブデータの商品化を模索

DaaS事業（Effyis）2020年度の方針

32
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▍結果：

33

DaaS事業（Effyis）
2020年第1四半期の振り返り

⚫ 新しいデータアクセス権販売について

近日プレスリリース予定

⚫ 当第1四半期より、黒字化達成
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クロスバウンド事業（トレンドExpress)

2020年度の方針と結果

34

｢中国マーケティング」と言えば「トレンドExpress」

というブランドを確立する

⚫商品開発力･商品デリバリー能力の強化：

流行特急と協業先「普千」を経営統合、

新会社「数慧光(上海)商務諮詢有限公司」を設立 (1月1日営業開始)

⚫日本本社の新規プロダクト開発部門を新会社へ移管、開発を加速

⚫サービス対象市場の拡大：

中国本土に加えて中国本土以外の中華圏でのマーケティング支援を可能に
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629 685 743 732 653 780 956 

314 343 370 365 326 228 
251 

607 
1,091 

1,326 
1,090 

1,353 

1,626 

1,648 

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

3,695
3,241

2,583

2,187
2,439

1,028943
e-ｍining

[百万円]

Effyis

トレンド

Express

ホットリンク

2020年連結業績予想 (PL) (IFRS)

35

2020年

今般の新型コロナウイルス感染症の事業への影響が
現時点では不明なため、連結業績予想は未定
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１. 社員の社会貢献活動の積極的な推奨
・代表 内山が新経済連盟のLGBT等性的マイノリティが生きやすい環境を創るための

『SOGIエンパワーメントチーム』のプロジェクトリーダーに就任

・社員が、 多様な家族形成が認められる社会の実現を目指すFamieeプロジェクトに協力

3. LGBTの人たちが働きやすい社内規程の改定・環境の整備
・Famiee発行 「パートナーシップ証明書」2020年7月より受入決定

2. 社外のジェンダー平等の実現・不平等の解消活動に関する
会社としての支援
・Famieeプロジェクトへの運営資金の寄付／オフィスの提供

SDGsにおけるジェンダー平等の実現・不平等の

解消に積極的に取り組んでいます

LGBTに関する取り組みの評価指標「PRIDE指標」

の最高位「ゴールド」を受賞

SDGs への取り組み

36


